
二次保健医療圏について

（１） 根拠
医療法第３０条の４第２項第１２号

（２） 目的
一般の入院に係る医療を地域ごと（二次医療圏ごと）に確保する。（適正配置）。
⇒病院・診療所の一般病床及び療養病床の基準病床数の設定単位となる。

（３） 設定方法
・ 人口規模が20万人未満の二次保健医療圏について、入院に係る医療を提供する
一体区域として成り立っていないと考えられる場合、その設定の見直しについて検討する。

⇒特に、流入患者割合が20%未満であり、流出患者割合が20%以上である場合

・ 見直しの際は、二次保健医療圏の面積や、基幹となる病院までのアクセスの時間等も考慮
することが必要である。
・ 設定を変更しない場合には、その考え方を医療計画に明記するとともに、医療の需給状況
の改善に向けた具体的な検討を行う。
・ 地理的条件等の自然条件及び日常生活の需要の充足状況、交通事情等の社会的条件を
考慮。
・ 既存の圏域、すなわち、広域市町村圏、保健所・福祉事務所等都道府県の行政機関の管轄
区域学校区（特に高等学校に係る区域）等に関する資料を参考とする。
・ （地域医療構想上の）構想区域に二次保健医療圏を合わせることが適当である。
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• 昭和６２年１２月に青森県保健医療計画に二次保健医療圏を設定。
• 広域市町村行政圏域を基準にして設定。現在と同じ６つの圏域。
• 以降、概ね５年ごとに患者の受療動向や社会情勢の変化等をふまえ検
討してきたが、受療動向等に大きな変化がなく、これまで大幅な圏域変
更はない。

• 区域の唯一の変更は、津軽圏域に属していた旧浪岡町が市町村合併に
より青森市となったことに伴い旧浪岡町地域を青森圏域（青森市）とした
こと（平成１７年）。

2

本県の二次保健医療圏について
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面積（k㎡） 1,752.46

人口（人） 131,631

医師数（人） 122.4
西北五地域

津軽地域

面積（k㎡） 1,598.22

人口（人） 291,789

医師数
（人）

288.8

八戸地域

面積（k㎡） 1,346.83

人口（人） 323,447

医師数
（人）

181.5

上十三地域

面積（k㎡） 2,053.88

人口（人） 176,307

医師数
（人）

117.5

下北地域
面積（k㎡） 1,416.08

人口（人） 74,451

医師数
（人）

132

青森地域

面積（k㎡） 1,478.09

人口（人） 310,640

医師数
（人）

205.4
◇人口及び面積：
Ｈ27国勢調査報告及びＨ28全国
都道府県市区町村別面積調

◇医師数（人口10万人対）：
Ｈ26医師・歯科医師・薬剤師調
査
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・ 市町村毎の患者の受療動向データ（暫定版）をもとに、各市町村の患者の医療依
存状況を勘案しながら協議・検討。

◇青森県受療動向調査（調査日；平成２８年１０月２７日（又は２８日）

（県内全医療機関における、ある１日の患者の受療動向を調査）

◇１０月中に受療動向データ（完全版）が把握できる見込み。
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二次保健医療圏設定検討のためのデータについて


